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Summary 
Japan has experienced floods of unscientific knowledge about human reproduction in recent times. Most of 
this information is created by professionals in the fields of obstetrics, gynecology, and reproductive medicine 
and spread widely through mass media campaigns. Such knowledge has also been used by the government as 
scientific evidence to justify the encouragement of pregnancy and childbirth for young women. 
This project investigated the process of the emergence and spread of such discourse through a literature 
survey. The results show that the discourse has exerted its power since 2011, but related knowledge and visual 
representations had already been used by professionals before that. 
The project also revealed the historical background in which such knowledge was associated with 
governmental policies against low fertility levels. These findings contribute to establishing a public 





















このグラフは Bendel & Hua (1978) に基づいている。これはもともと不適切なデータ処理をしてい
ることが人口学界内部で指摘されてきた論文であった。このデータがそのあと数次にわたって改変
され、年齢による低下を極端に誇張したグラフが使われるようになっていた  (田中 2016)。このほ
かにも、産科・婦人科・生殖医学の領域では、改ざん・改変されたグラフや不誠実な解釈を施した





































れはカーディフ大学とメルクセローノ研究グループによる International Fertility Decision-Making 
Study (Bunting et al. 2013) を利用して日本人は妊娠・出産に関する知識レベルが低いとする宣伝が
はじまった時期と一致する。ただし、これに先立つ 2009 年には、卵子の数が思春期以降に直線的
に減少して 30 代後半にはゼロになるといった説明が、有名な産婦人科医による一般向け書籍 (浅
田・松島 2009) に現れている。また (そうした言説とは結びつけられていないものの) 不正確な出
典表示をともなう「卵子の数」などのグラフは 1980 年代には存在し、専門家の間で無批判にコピ








(a) 原典のグラフ(Baker 1971)。Baker (1963) から胎
児と新生児、Block (1952) から 6 歳以上のデータ
を使っている。 
(b) 鈴木 (1982: 14) のグラフ。おそらく (a) を精確に
トレースしているが、出典が記されていない。 
 
(c) 厚生労働省 (2013) による改変グラフ。原典のグラフとはほとんど重ならない。 
図 1: 「卵子の数」グラフのさまざまなバージョン 
 
  
(a) 奈良県 (2015) のグラフ。厚生労働省 (2014) 
Youtube 動画から作成したため図がゆがんでいる。 
(b) 三重県 (日付なし) ウェブサイトの手書き風グ
ラフ。 

















のグラフは Jain (1969) と Sheps (1965) のデータを元にしたもののはずであるが、ほとんど一致し
ておらず、全体的な形状も大きくちがう。多くのケースでは、各地の大学教員などのほか、医師会、
助産師会など専門家による監修がおこなわれているが、にもかかわらず、ライフプランニング広報






用語化が進む (日本人口学会 2018) 反面、人口縮小のさまざまな側面 (地域的な過疎問題などを含
む) を広範囲にふくむマジックワードとしても使われるようになる。しかしいずれにせよ、このこ
とばは、若年層への批判的な視線を一貫してともなっている。「少子化」言説のもつこのような性
質に加え、2000 年代には 30 代での出生が増え、晩婚化の実質的な効果が強調される方向に政治的
な言論の変化があった。このような状況の下で、「医学的・科学的に正しい知識」を持たない若者 (特
に女性) への批判的な視線が強まり、2010 年代の「卵子の老化」パニックが出現したのである。 (田






して、インターネット百科事典 Wikipedia (2019) の「独自研究は載せない」原則や医学における 
evidence-based medicine (EBM) (Sackett et al. 1999) などの思想に基づいて、望ましい政策立案のため
の公的意思決定の条件について考察した。Wikipedia や EBM において文献に基づく議論が重視さ
れる理由としては、(a) 捏造・改ざんの抑止、 (b) 専門家からの批判を通じた信頼性の向上、 (c) 非










料が断片的であっても、それらをチェックして問題点を摘発する体制をつくることは、上記 (a) (b) 
(c) の 3 つの機能を充足して、公的意思決定システムを健全化することに貢献するものと期待でき
る。(田中 2019a, 2020) 
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